
















2013 年 4 月の「成長戦略スピーチ」において，安倍総理が「待機児童の早期解消に向けて，
このいわば「横浜方式」を全国に横展開していきたい」と述べ( 1 )，横浜市をモデルにした政





下が強く懸念される。「子ども・子育て支援法」(2012 (平成 24 年)) においては，政府の努力
義務として保育の量的拡充と質の保障に財源を確保することなど，保育の「質」向上に努める
ことについて明記されているが( 3 )，例えば同法における地域型保育事業の小規模保育事業 B






























































「質の議論」(the discourse of quality)(13)を中心に据えることになる。さらに「質の議論」は経
済と政治においても中心になっていった。
日本での工業製品の品質管理の成功が世界に知られるようになり，欧米でも品質管理が広ま
ることになった。1980 年代には TQM (Total Quality Management) が実施されるようになり，
国際市場での成功のためには「質」は重要な要素と考えられるようになったのである。TQM
などの「質」のコントロールと保証という概念は，1920 年代に Shewhart, W. によって作られ
た。その後Deming , W. E. が日本でその具体的方法を発展させた(14)，(15)。品質管理の考え方は，
工業製品についてだけでなく，サービス産業においても普及，実施されるようになっていった。
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(2) 「質」の市場モデルの公的サービスへの導入




Oppen, M. は，これまで「質」への関心には政治的，組織的変化の形態に関連した 5つの特
徴の変遷があったとして整理している。①合併による現代化 (1960 年代後半〜1970 年代初)，
②専門職化による現代化 (1970 年代)，③コンピュータ化による現代化 (1980 年代)，④整
















































するものである。代表的な評価尺度には，ECERS(23) (Early Childhood Environment Rating
Scale=｢保育環境評価尺度」) がある。ECERSの開発により，保育の「過程の質」の客観的測
定が可能となり，「質」に関する保育園間の比較や国際比較が可能になった。







幼児教育関係者組織である NAEYC (National Association for the Early Childhood Education
(=全米乳幼児教育協会)) が保育認定システム(26)の運用を始めたことでシステムの基盤にな
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と，全州の 3 分の 1 は低い基準設定となっている(30)。このような背景から保育施設による質
の格差，なかでも劣悪な保育施設が問題視され，研究者が中心となって，ECERS などの








力を注ぐようになった。2002 年からは連邦政府において「NCLB 法 (No Child Left Behind












































































































































ないとしている(55)。市場から公的サービスに導入された 4 つのアプローチ (先述) を丁寧に
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